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小 学 生 の生 活 時 間 が健 康 ・食 生 活 に及 ぼす影 響

岸田典子*. o 佐久間章子＊＊（＊県立広島女大，＊＊広島中央女短大）

〔目的〕環境の急変が，成人のみならず，子どもの生活習慣病を増加させている。学校保

健統計等によると，小学生では，肥満や総コレステロール高値者が増加し，問題視されて

いる。子どもの健康づくりのためには，小児期に望ましい生活習慣を確立することが重要

である。そこで，本研究では，小学生の生活リズムに着目し，健康・食生活に及ぼす影響

を明らかにすることにより，栄養教育の方途を講ずるー資料とすることとした。

〔方法〕対象：小学校22 校1  ・6 年生の保護者2,   546 名(有効回答数2,165 名), 期間:

1998 年 ９月，方法：質問紙留置法，内容：属性，生活時間(起床時刻等)7 項目，健康(疲

れ等)27 項目，食生活(欠食等Hd 項目，集計方法：起床・就寝時刻及び睡眠時間について，

各学年の平均値±1 標準偏差内で，早い(長い)・普通・遅い(短い)に３区分した。これらの

早い(長い)と遅い(短い)の２区分間でχ^検定を行った。

〔結果〕1. 起床時刻が遅い者は１年生8.8%,   6 年生15.2%, 就寝時刻が遅い者は１年

生19.1%,    6年生27.1% であった。睡眠時間が短い者は１年生9.0% ，6 年生11.2% であ

った。６年生は１年生に比べ，生活時間が望ましくない者の割合が高く，有意差が認めら

れた。2. 趨床・就寝時刻が遅い者，睡眠時間が短い者はそうでない者に比べ，疲れやす

い，頭痛・腹痛がよくおきる，生活リズムが不規則. 朝食欠食するなどの割合が有意に高

かった。3. 就寝時刻が遅い者，睡眠時間が短い者はそうでない者に比べ，肥満者の割合

が高く，有意差が認められた。4. 就寝時刻が遅い者はそうでない者に比べ，有意にテレ

ビを見る時間が長く，間食・夜食を摂取する者の割合が高かった。

lFa-5 知的障害児の食物選択行動とその影響要因の検討

伊藤圭子　（広島大）

目的　知的障害児の偏食傾向や食行動の偏りについての問題が指摘され、生活習慣病へ
の移行が危惧されている。多様な食物の中から自分に必要な食物は何かを考えて選びとれ

る栄養学習が必要である。そこで今回は、知的障害児を対象とした栄養教育実践への示唆

を得るため、知的障害児の食物選択行動の実態とその行動にどのような要因が影響を及ぼ
しているかを検討することを目的とする。

方法　対象は、広島県内の小・中学校の障害児学級児童・生徒（51 名）とその保護者

である。児童・生徒に対しては、インタビュー法によって料理メニュー表から１食分の献

立を選出させ、その選出理由を間うた。保護者に対しては、児童・生徒の食物摂取頻度や
嗜好と保護者の食生活意識などについて質問紙留置法によって調査した。

結果　対象児童・生徒は、料理メ― 3. ー表から１食分の献立として主食を複数選出する
傾向がみられた。選出理由としては、『嗜好』を挙げる者が約７割を占め、次いで「いつ

もこれを食べる」という『 日常性』、「おいしそ う」とい う『見た目』の順に挙げられて

おり、栄養面に配慮した発言は認められなかった。保護者の食生活意識に関しては、食生

活のうち重要と思う項目として「栄養の確保」を82.6% が選出していたが、そのうち44.7%
の者が子どもの偏食に対して注意を行っていない傾向がみられた。対象児童・生徒の嗜好

と家庭での食物摂取頻度に関連性が認められた。
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